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資　　　料

植物のワイラス病

遠藤保太郞

　　　1，緒　　雷
　植物のゲイラス蒲（V｛rUs　diseas．　e）は近來拙物病韮a蟻外に於て最も興味ある重要の蒲審とし

て盛んに研究されつつある帝である。その蒲徴は、霜主植物の種噸によりて必すしも一・様でほ

なく・葉mに黄色の痴貼ilを爽すものを魯通とするが、3く驚葉の婆縮翫起L．或は謝度生長をなす

事もあり、楽片は水挙の｛lh置をとら歩して殆ど直立の殉きをとることもある、3ζ瀧の節欄が轡

しく短縮して藥が一一個卿に籏生しなり、葉片が巻縮黄礎したり、葉脈に赤色を帯びたりする。

　かやうに病微が雑多であるだめに、外槻のみでは果してグイラス病であるかどうか錨建する

に困難を感することがkLv；くなしへo

　病原に就ては・多くの騨鯛袈究の糸線、鯉艘まで朋にさ身して駒、P“イラス（Vi】，Uのな

るものは、超顯徴鏡的の微細なる粒子であつて、現今の最高…率の顯了級鏡を以てするも児ること

が出來ないのみならす、紬菌類α）麺過を許さないやうな濾魍槻を自lillこ通巡する性質がある。

ご構の職から推しW“　8・勅粒子は瀦菌o・．・」・Lそゐ伽網働らう撚せら帆ゐ

るo

　尚ザイラスは恰も細菌の如く偲染性を霧し、寄主の体r桝こ於て蕃殖する能力がある。而して

既知のプイラスは何れも、活物寄童をなすもので礁の細織にのみ蕃殖し、入工増養基などには

1獲生し得ないものである。

　大休以上のやうな性欺を有するものであるが，しかしグイラス興物が生物であるか無生物で

あるか或はその巾開性のものか．未だ制然たる解決を下し得る迄には研究が進んでゐない。

　　研究　史
　1757年にマツクスウェルと呼ぶ英國の農夫が、馬鈴薯を毎年同一鵬地に蓮作すると次第に坐

塵力を選減し退化することを認め、種聴は新閉地藩くは全く風土の異る虞で作つたものを用ゐ

なくてはならぬと訟いた。1764年には．1離合藷の葉の毬縮する病害は薯の退化と密接の關係ある

ととが矧しfCtが」縮旗3ごに就ては全く不明であつfe）カ・やうに當時箪に退化（1）・9・ueyati・u）

と考へて居つた現蜘ま・實はブイラス病の漣績的鰐ξによるもc7r）であつて、今1・1の徽駄れ

ば、種薯の殿逡さへ行へば、その病霧を完全に防除し得べきものである。

　ワtl　dラス病に關する意識的の研究は・現世紀の初め畷からであつて、1899年和蘭の細繭學蔚

バイmリンク（Beijerii）cl｛）氏が煙草の斑葉病（Mosaic）に就て實瞼したのが哨矢でdi，る。彼

は研究の結果護の病害瞬i噛肋全く無關係であること、欄刷…より探軋たる賀芝汁幽噛

濾過絡を通過すること、ごの液汁を健株に接種する時はやがて搬病すること等の驚くべき事蜜

を嚢兇した。而して細薗濾過將を通過する黙から、彼は共病原を液休でしあると推定し、3く寄主

枢物休中に傅染蔓延する性質から生命を有するものと考へ、‘Contaginnz　viVUユII　flui（luni’脚ち
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生嫌総饗灘鱗無，・脚糊幽・1究・・よつて欄卿包ll・・蕪

を鏑騎難る槻を凱し（zr　tまx－・…と呼ぱ・るもの働る）且朔・噛麟
汁、の灘断醐す繊散髄鰍して、伽ワ・伊・・灘瀧継し縛継孟蹴し九・
撒更にア，．ド（AII・・d）氏・・朔ラ・の慰鮒る撒ブ・等蹴て鞘な磁虻をなし

かくして漸く多くの鋤峨・煮を惹くに及側・・綱細る㈱枷聴として廓1・しに

鷺騰論驚＿淋・・、d　，，・・W・s－・火・…於・・㈱ll…数察・撒

瀧内。。バ，のM。S．，・，1・・就・随分大撒・麟・行・・才・てゐ・・を購し卿1欄巴∫E卿リ鶴舗

物織論撒慧凝磁⊃鷲糠畿撒翻潟潔欝撚呈糠・・六年前腿

酬糠綴で稠灘。繍巧・解・・畷を以・勲…て…を鞠綴胆で卿たこと晒
轟鷺・望牒叢灘嚇謙禦摯1購鍵驚譲辮備望饗鍮・撫麟彦繍蘇

「瀦萎齢嚇染剛結蝿一ウ翻と題し・嗣樹系鞠繍澗愈・於て期蛤鰍継鯉才鷺．

。慧瓢1；蹴蕪灘ll・繋騰繍灘羅饗徽雪燕熱難；響饗禦

。冬藤嚇、彬露して了つ・－IJ・、・碗伽欄・1萎細脚脚・A・曲・・鰍欄入に伽競

1瀞鵜灘藤蹴撫驚羅難　難籔灘

：1灘藷麟響灘搬驚ゴ瓢乏繍溜欝葎り難繍研欝訟
i、9，・・Vi・u・Di・・醐・f・Pl…t・・）観闘・して凋糎優を繊することとした・

　　　　工X．ワ・イラスと寄主植物との關係

　　　病徴（Symp七〇皿）
　　VSh，ラ・病には凡そ三つの型・・あ・・自1騨鮪（M…’Q）・獄蒲（ye’1°Wl）及酬也の

　病徴を呈するものである。

　　麟病蝶敵艶或は馳磯鼎i観すもので・獺嬢化するtとと然らざ准胤搬
り、人工的及び物齢灘鱗す碓蹴．もつ・花纐中に1・蝦り艶や離の燃遡
する者醐からす儲するけれども、それ腓傳撒のもの一吻・四・スIC　」：る斑㈱よ

鱗性であるから、儲｝燗に剛ざるべきもので？k・Lて糊して臆らぬ・鰍繊入醐

とこては、騨の曝病湖瓜の鰍病陳豆廻㈱ゆ斑葉病漏魏の難蝶病・効
　シポの斑葉病等がある。

　　薮齢葉顯戯少鳳嚇τ色麗レ鰍礁儲く馳立を1臥接椒び融蝶
介の如きE．1三物嚇淋よりての棚継謝る．がギ・淋・オ・・ダ勲蹴病・馴藩

の欝瀟穿講欝辮ltては、アネモ禰齢篭、騨の天騰桃

の，牒応。妊却傭鵬．馬鰍の耀鞘、腰・・剛彌総・瀞働つて・鰍的
　方法若くは坐物的方法によりて傅染するものである。

　　　　ワ“イラス病の窃孟の範園
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　煙草の斑棄病は各種の植物に轡生すゐものであるが．凡て茄糾のものに限られてゐる。　然る

bC　・rゾギクの萎黄病は菊科を始めとして23科の廣範匪1には工つて偽づ三を蒋するo』

　寄主械物の種類が異れば嗣一一ワ’イラスでも病徴は常に必すしも一様ではないQ例へばクバコ

の斑葉病のワ“イラx・1・よ鳳iG・七iiLl・a七abaetunの葉1こは斑入を生するのみで謹i・るが、　Nic〔）tia・｝a

Z‘ug，　t，ictltの葉には褐以旺及び壌捌を起し1墾々これが爲に枯死することがある6

　　保　毒　者・　　（（〕iしrriex）

　保薄｝κと云ふのは、恰もチフス病の保菌者の如く、その細維中にヴイラス毒を含み且つ典蕃

殖を許すけれど外槻ヒ何慾のジ1讐徴を現さぬものである。例へば茄斗の9，　eliLnum　1｝yraG＆n七1ium

伝繍吻は脳’正劇騎の保｝賭であり、ワ・イラスを接種して働1入や礎形を～1捗御はない

が、一一諜夜後その葉を乳鉢で虐りつぶし液汁をゐり、煙草の健金なるものに接種を施せぱ忽ち

1定型的の斑藥病を起すに璽為。　　　　　　　　，

　　毒性の檜加及び減退

　煙草のブイラスに蓮績的の傅染によりて代を重ぬる毎に襟性が弧められ、8F－9回の移植後1’±

非常に烈しい斑入靴現し叉壌頽的の斑無【llを～1三ナるやうになる。仙し之は特定の塀三i摘lt物を通漁

する場含に限り起る～：とvif．あるo

　傭菓の捲頭病のヴイラスでは典保燦植11勿なる（IJI｝enovotliuユnヱm1職1（i（アカザの雲∫1）、】1毫umox

d「is工，鵬（スカン’ポの類），」　uaedth　Moqllilli（マツナび）類）惣を通」過すれば減力LハS七〇1］Et：’itx

lnedia（ハxぺ）によりて原の襟強…を1突復すると潰ふ。

　　耐病性晶種　　（1｛osis七EU1七v面吻）

　植物のぬ種願中凡てのr懸重が皆一様にプィラス病に樹して感蔓性を有するものではない。例

へば胡瓜の多くの品種は斑葉病に耐えて坦に微かなる病微を現すのみであFる。　骨簾の榊1温種

POJと名つくるものは斑藥病に鮒して遊だ強い抵抗ll｛1三を胸し。甜菓の大多数のll雇磁よ捲頭病

に二母崔らぬ性質をもつo

　　冤疫性　（エユ1・1｝lu・li七y）

　寄主植物の範園が制限され⊂ゐると云ふ事費から推してブイルスを発然憂付けない植物の存

寝することは朋かである。一種内に於ても融種によりて感受性を大に異にし、嚴然たる犯疫性

を有する者も存在する。菓豆の大多数の品種は感受性で謹）るが稀には掘疫性のものがある、叉

骨簾の一種Saechtu’um　SPon七εvlleuulは廿簾のブイラスに封じて発疫性である。

　　恢　復（Rec。very）
　一旦病毒に感染pたる感受性櫃脊勿が、魯通の環境に在りな）b，：ら突然その痢徴を鴻失し、新坐

侵を始めるが如き例贈くなv・・、その一例としては・トウモP・シの㈱脚がイPxが糠

に傅黎し微かなる病徴を些1三じ孝る．ものが、附もなく酒爽して共後何等ヴイうスを含める様子を

見せなかつ参と茸みのがある。

　　病徴の隠蔽　　（Maslrin9）　一　・

ヂイラスの活動力は・當言嬬主非働の～鮪最繊膿よ磯分低い1骸に於て最もll碗である

らしい。と云ふのは罹病植物力塙澁慶で生長すれば、芽先の新葉には病徴が現li’Lて來ないから

である。がやうに病微の隠れて了ふことをHaskiu9と呼ぶの・oあるが、此場合にプアラスは

矢張り藥の紺織中1こ礎存して居るもので、その言働薬には共液汗をとつて健殖物へ接種すれば再

び蒲徴を現す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　・

」°hns°n氏鳳れ雌・￥ζの群モザィ・クのM・・kh19を起す膿は37・Cであ祉云露．調
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鈴薯の葉捲病に罹れるものは24°C以ヒの漉度でMaskingを起し、而も毎rl五時間宛この濫

度に置けば充分である。伺一・旦Maβ1｛il鷹を趨した煙輩や総鈴薯を似漁1憂に曝すときは，再び

固有の病徴を現すに至る。

　　畿病と蔭影　　（Sh乱di119）

　瀞茄のi萎黄病は嵜主植物力£張い日光の下に磯育する時に最も激しく現れ、rl蔭の所では被轡

が勘いと云はれて居り、甜菜の捲頭病も同様であると報’告されて厘｝るo

　　ワイ5スの傳播　　（［1］rallBznissiol））

　　　種子傅播

　多くのプイラスは禰i病植物から種子を通して子孫へ傅播するやうな雛よ無いが、稀には種苧

傅播をなすものがある。菓豆の斑藥病の如きは典例である、柵病植物から探つだ種子を播けば

必す子薦に磯病を見る、が併し滅多に50％以1：の病勾子苗を巫じないさうである。

　　　花粉傅播

　前記の菓豆の斑葉病は花粉によりても傅播され得るものの如くである。礁llち病植物かもの花

粉を受けて健植物の花が愛胎して種子を雄づrる時は、それから獲生する子ll，1にllk姦数の磯病轡

を見る。

　　　土壌傳播
　煙草の斑素病、馬鈴薯の詔ワ“イラス病、小婁の冠億病の如きは：1二壌によって傅播することが

ある。i若し罹病樵物の根のYng　Tiする土竣を子赫の養域に供刑するならば、プイラスの偲染を起

す虞があり．特に子1，’ガ移棺の際には多少根に傷を盃するから、それがヅイラス侵入の門戸ゐな

る。叉馬鈴薯の場今には某昆虫の幼虫が病根を喰しヂイラスを健根へ移すものと見られてゐる。

　　欝養蕃殖と7“イラス病　　　　　　　　　，

　馬鈴薯では罹病退化せる種薯を蕃殖用となすためヅイラス病の蔓延することが顔る多いので

ある。他の植物でも挿木、取木、擾木、株分け等の髄養瀞殖法によつて、病株から前木を作る

時は最も容易にワ“イラスを傅播せしめることとなる。

　　組織及び細胞的標徴

　　　病葉の顯微鏡的解剖

煙車の斑葉病の暗線色部を取つて共横噺面を鏡強するに費化部のそれに比して一倍傘位の厘

みがあり、正常葉より厚いほどである。黄化部は薄いばかりでなく、その柵欺組織は一贋であ

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　一　　　醐

　　　ム　　　　　　　　　　∫｝

　　　　　　　　　　　　　・．，　d　　　ム煙墓の鵬動紐織。

　　　　　　　　　　第　　　二　　　醐

綱包物X休・　　　　　　さ臨のニイ，誓以下である。肌て御の鰍

xX体 @パ　Ix　ゐ・諜磁螂・了欄・との織ド吻ε界
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　は通例判然としてゐる。

　　　　含有　物

　　齢伽伽附歌は魏を鏑る蛛轡ぴ醐蜘・・」・撚見られる．之t・、．tc・Xlfイ1（X－1、。dy）

響へ嚇ものである・かくの女・き物禰騨の通戦勢讐病a）・V“イ・・の繰せる籠、、寄

ヨ三に於て存在するが、3く之を生じない場合もあるQ

　熔鞭は諜士趨版び形ノ媚の分裂組季哉を除き、伽・総肋徽・i・睨られる。

　伽轍伽翻包中t・は凝妨魍・透脇・捌・がx掘y榊つて石物端もの砺るが、
剛こ醐に木騨管IP鳳つてゐる・之を螺で獅てみるc！　bそq・短隙並行して赤川噺が
兇焔・瑠徽から條紋休（s七・’i・tje　inateriftl）と呼ぼ身・てゐる。

　X肋1陳る撫網沁ては・近勅粥肱」・れば講茄鋤湘，胸藤したs。1。。1。、u輔．

築゜nm瞬馳巾に翫よ源櫻酬翻噌る棚ξを鵬・と酬秘力・源瀕曝馴・御，する

膏1分に鳳刎ひ轍’倣を鰍し慰撒となす・しかし1興伽㈱i多贈の囎にE｝、・．i」て
胸・び鴻失するtLJ　i・があると彦ミふo

るo

綱包㈱X働伽三す7・・　eとを縄撫・臨｛癬1伽・ミク叫弘・切厩鉄ヘマ，キ。リ

ンで勅てみるの澱い・する蝦紫ω・馳する・［“1…i・畠工驚ヨ躁鰍をnv，・／lJして曲劫

である。

置謙瀧轡繊脳1こは醐川脚鰍系剛齢轍一勧醍装

　　局郡的病斑　　（L（，cal　letsion）

戴馨灘繋撒灘霧鴛膿紬翻畿暴欝
蹴蹴隷翻総勇糊膿畿潔畿篇鴇笠
つやうな病斑を生じないけれど、沃度で庭理すれ1ぎ明瞭となる。

　　寄建体中に茄ける7“イラスの流動

　　　ワ“イラスの鑛散

璽騰灘靴灘錨髪某謡難欝鵬纐・鯛微
その徽する糊楓鰯・の方ifaで駄瀧く・蘇灘樋して．！、昇する奴上方へのみ

速かに行くもので臆・…ウー・・…v’・a・・條鰍（S・鳳di・・a・e）は3・柵、・・、m嘲

合で下降』・礁の醐丙で離イラ・・…’・・分に7吻速度で流・・Jjする．欝の澱騨なる

物理的の鑛散としては早過ぎるわけである。

四ラ肋蝋繍胞からSl鞄へ顯次に禰る郷凸ま謹や勲・如1砂しく傷をつけて
V“　dラ ?ﾘせし辮磁愈から・糊に瀦されるが，　・〈ワ・イ・・は儲勲凱嘆オ、
と共磯拗に澱されそ辱るものである。伽仔ゴの鍛ジ、彗卿漁轍部のみが四ラ。

の蓮撒縣するものの如く謹1・・嗣醜し外皮と撫・mp・I」部欝納部の横膏区欝せぱ、

P“　dラスの流動醐口の上でユ球つて了ひ下方へ購らなL、。
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　　　寄主植物に触けるワ“イラスの濫度

ワ・イラスは感染植物の殆ど総ての郡分へ分布するので翻病（Sy曲・i・di・備・）託繊ら

蝿が、分裂組繍・へは浸入しな・蜘髄の如くでaうり謀姓の繍1に於て決し綱灘で

はなく、斑葉の黄化部は緑色郁に比して10｛llC一も弥度のヂィラスを含む。

接鱗から四ラスが鋤する際rcも、接酬の附近は1農聯1〈…秘るに從ご鰍魁な

るo
賂種のP・イラ祖、知網三棚勿の異るに御澱溜きにレ側・細」濃IX1　（St，・・ii‘1課

皿。。h。。m伽。。。七、。七ic｝lt）捕するから、之鳳つてワ・イラスの側瀧　ll｝捌する凝洲騨る・

騨の通常」糠病のP・　dラスはジ、蝶より・得たる灘トを1〔〕｛），o〔｝o分の1に繍｛しても僻倣

示すが1，000，QOO分の1となしては無効であり、胡瓜の闘lll病のワ“イラス？Lx煙」整lll‘に接手llずる

場伶は1CO分の1の辮搬で1’よ有効、1，000分の1では無効”戯，る・

四ラス灘衝”糊の系獲過剛・ふ濃脚・融1，加グラ・蕨殿ば撫sま撒の曲雛
なるもので、之は丁度液体上ゴ鰍竪中に於ける縞菌敷の増殖連度のそれと酷似してゐる。

　　　生理上の障碍・

騨の鵬縮に就て見る1こ、病斑1諜脈とイ・僻膨妾關係鱒ものの如く鋼∫レご厭，。ジ・鴨

部の色彩の翻臆炭素剛ヒ猶翔を司る葉緑素の多少によるもa）で、ti・繰の測ヒ「｝撫健蜘砒し

色素勘く噌緑色部は健葉より却つて色素を含むことが多い。カilチン（CII，1’〇七iiL）の量！、L’矢張り

維色細こ多く黄化部に1をレ〈、キサントフィル（x・uth・1・1・yll）は病鍵奪は総舗糊賊’凪罵

ゐる。燦水化物は線色部に常に多：敬であり、澱粉の如きは黄化部に於て殆ど欲如ず～：・　。

　ハウレンサウの斑葉病では、前者の場倉と異り病葉に｛多最の澱粉の集積するのが特徴であb

此ヂイラスは物質の蓮搬作用を馨しく阻薄するものと認められる。

　細胞液の酸度（PH）は健病の聞に著しい差異が無い。

　　病葉の畿生解刮　　（」）ovelopmen七al　cXl〕atOlll＞i）　　　　　　　　　　　　　，

　斑葉粥の磯育する有襟を組織厚』的に槍するに、○イラスの傅染せる鰍葉は、紳i胞分裂微に起

る細胞相互の隔離の型E度が皆しく異るか或は局部的に不規則となるものの如くであるQ

　斑葉の黄化部でば、柵；りこ組織をヲ1獄すべ瀦ll胞がi佃俵皮綱泡より速かに分裂嚇多つてt．，寵

うから表皮細胞の獲育に從ひ三著しく隔離して蹴繊休積内の細胞撒が減少する、そして各細胞は

隣接納胞の燃迫を受けることが勘いため丸味を帯びる。tllPち黄化部の柵ll1こ細織力£立方形の細胞

より成れるは上述の如く解すべきであらう。

　叉網葉のlll葦線色部は、柵欺組織が鶴だ厚く爆々二癬をなすのであるが、之はi：両撮皮納胞及

び漁綿ll丸組織に比して柵Jlk組織の細胞分裂を完了することが逓く、多数“，綿胞を生するため、

細五の燃力によりて長圓筒形を皐するに至るものと考へられる。

　　　ワイラス病に伸ふ微生物

　種々の原生動物、粘菌或は細菌類がワ’hイラス病に作ふて存在するこぐ』を親察され，、！廻にそれ

等の微生物が病原に擬せられた場合も勘くない。　そしてかやうな訟はプイラスが超顯微鏡的¢）

ものであると云ふ考に疑惑を生ぜしめたが．最近の研究では、全く無菌的に雄長せしめた植物

にワ㌧fラスを接種する時は決して弛の微坐物の獲生を見署）が如き事なく、しかも病徴はf可『を謬ξ

ることなき嘉實が誰明されてゐるo

・111・ワ“イラス浸出液の性質

。ゲイラス浸出液は罹病組織を厘華檸浸出したもので．決して純檸のブイシスで｛j：なく，共1・：睡

々の物質を含める不純のものであるQ　ごv．）浸出液は熟，稀鐸境曽1の如き外1’1勺影轡iによりて一，i‘
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の反悠を現すもので、ヅイラスの種類錨別に役立てることが川來る。尤も同じプイラスでも寄

主植物の異るに從ひ、その甑質1よ多少攣動するものである。

　　耐熱力
　熟の影響を研究するには少鍋のヂイラス浸川液（5（3G位）を試験岳宰に盛り、一建瀧度のW距

七eレba七h中に挿入し、10分間後とり’ oして流水で冷やし、内容物な直ちに健植物へ接脆し、そ

の後の攣化を糊察すればよい。此試験は10°C宛の柵段をつけて行ふのが便利である。

　今迄の成績では一ブイラスの致死温度は次の如し。

　　編鈴塒の葉熔斑1襲病　　　　　　　　　4B°C

　　スカンポの斑葉病　　　　　　　　　　800C

　　煙草¢）斑葉病　　　　　　　　　　　　goec

　　同　輪紋病　　　　　　　　　　　　　（；Oin70”C

　　馨茄の：斑黒llii萎凋tilkl　　　　　　　　　42「℃

　　同　條斑病　　　　　　　　　　　　　80°G

　　澄出液の濃度

ワ・イ・・の一養r㈱夜をつく・鳳繊撫イ・純浸腋・徽とり・容，、嚇力齢ぱ

・・鰍に養欄腋・容に水・枷齢嚇1搬・鵬輔Q
　稀樺液の傅染力はタ七張り健植物へ捜種覆試みて決建する。煙：1？1：ヴ）斑撲病は100，000分の1稀

轍も構染力鮪するが・・，…，…分の・で・・鮒である・伽多く酬・・は癒

稀灘するときは最早鯨染力を失ふ‘）

　　殺菌PtlJによる裁力

　各種の化墨物質及び殺菌剛響の影響を見るにljこ不純のグイラス液に共專溶液を加へて槍する

70％アル・・　一・ルの効果を知るには測1腋3CCに鯉kア加一ル7ec搬ぜる。2％フオノレマ　，

リンならば市販の40％フオルマリン0．2ceを浸出液9．8ca　lこ加へてつくる。

　　そして之等の混合液は30分閥放置したる後、接磁を試み傅染力を槍する。從來の實験域

績にょればv各種のワ㌧fラスの抵抗力は凡そ次の如くであるo

　　煙草の通常斑葉病のワNSイラスは、

　　　　　　　80％アルコール、　　　　4026フオルマリン、

　　　　　　　1％昌diチン．　　　　　　　　1％アトロピン、

　　　　　　　5％ヂギタリン、　　　　　　2％芥子油．

　　　　　　　等により破壌さるるも、エー廃ル、四雄化淡素、各種の有機及び無機の溺蟹1、

　　　　　　　塩類より妨げられない。

　　騨幡轍懲酬・・は・・％アルー磯く囑σの轍では一陶惚巳滅
　　　するととなし。

　　驕薯剛蹴購の9…スは、・・％アルー磯く嚇σ轍により一劇以・勾に

　　　諏奄力となるo

　　菓豆の斑葉病のワソラスば2・59b’アルコつレにより30分以内に典勅となる。

　　酸素による減力

騨麟病酬・スの灘1灘…竜…・椥・瀞管・・漁哺捌蹴した・ものの中

へ入れ、察氣浩くは酸素齢首1かに通す時は凡そ14日縫遇する間に髄久的a，）ifiill’力をなすもので

之を健杢なる彊麟「〔に擾種すれば正常より逼かに微弱なる病徴を示すに過ぎ歩、更に他の植物へ

蓮績的に接種するも矢張り微弱なる病徴を孟i三するに止まる。　　　　　　　　・



・02　　　　　　　　　慧　　紡　　雌　　瓢　　誌　　　　　　　　〔禦’騰

　　紫外線及び晴覗野照明による鏡検

罹齢駒の浸腋を石英レンズの爾轍微蹴以て、紫柵職く贈㈱1照幟｛鵬撚靴
行ふも、何等磯の粒子を鋤そ尋ない。之等励法によれば・適1胱纐・灘の粉以i・岨

得≦を有する粒子は見えるわけであるが．髄繊葉病のプイラスは1；：）一一一20！ノμ位の直ぞ鰭1で1！㌧ら弓

と縦されて駒、紫外線の波長t・r　280－290〃・であるから・見燃いのは寧層：撚脚禰

ぱならぬ。術プイラス濃出液の｝｝1濃レま石英板の下で紫夕陶浸に照射される時は15訴少闇で鍵質し

て了ふものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　ワ“イラス蔽の老蓑　　（△9ehlg）

　或るワ材ラス液は植物から浸川さ」i　1．，てから後、かなり長い期間その濟ゴ」を保つ。煙：lt“t二のjlth常

斑葉病のブイラスの如きは曝中に密隊1して置けば、数年聞の貯戴にi酊嫉ゐ義澱ふ。然ゐに多く

のブイラスは老嚢すること速かであり、キィチゴの斑襲病のブイラスiよ膚搬から分離後婁文分間

で無力となつて了ふ。かや弓に老爽の速かなるものは、病植物の組織縛L鉢で廓昨す著，際パジ

フインを用ゐて空氣の侵入を減じ酸化を防げば除程プイラスび廟黛力を綾率1！ナるごぬが川來ど，。

孟kの紺漉の艦で保・ri－g－”・Lば測1腋よりは長く爵勅耐襯するものである。廻醐靴轍・し姻！益

乗となし轡封した都曇中に貯戴するもよい。槻病煙二lll‘の鵬身讐標木を博物“デ1に方きてユ9・fl漏】保序

したものが術毒性を有し，その一・片を少：lil：の7k　de　：」　／：に飢鉢で’f；1i｛F），，し、健植物に接禰繍∫脇磯病

せしめたと…費ふ例さへある。

　ワ“イラス浸illl液の持績力は次の如しo

　　馬鈴薯ワ“イラスX　　　・　　　6週間

　　葱の黄化萎縮夢丙　　　　　　　112時間

　　煙草黄化斑葉病　　　　　　　3ケ月

　　胡瓜の斑葉病　　　　　　　　　3r：1以下

　　馬鈴蒋ジイラスY　　　　　　24！1樹田

　　蕃茄の育・木斑葉病　　　　　　1年以上

　　蕃茄斑黙萎凋病　　　　　　　6－－4時間

　　　高堅及び寄主組織の粉葎

　煙草斑葉病のヴイラスは1吋亭方に封して1　，IO．OOOポンドの燃力を加ふる時は死減す鞍、

此墜力は大概の細菌を殺滅し得る蜷力より大であるが枯草｝尉を死1恥棲しむるには不∫1とのもので

ある。

　煙草斑葉病のプイラスはまた、霜・主の組織をヲ1三常に細かく粉伸することによりて殺滅：されキ飯，

　　　濾　　過

　多量の浸出液をつくるには、病葉を乳鉢申で粉砕し緻啓1な布片でしぼるo　ヒうL／ご得られる

液巾には勘からざる原形質、葉緑素等を含み、直掻i細菌濾過器にカ・けると粘蒲して麺魍を妨げ

るから、始め先づ清燈濾過鴇（Clarifyi］）g　iilter）　を用ゐなければ一ならぬ。それは直揮1吋位

の贋口硝子管の下端ヘゴム管を嵌め開閉器を附けてフラスコへ連ね九もので、硝予管の底部へ

は小布片を敷き共上へ銀砂を一・吋の厚さに盛り駆1ζ湯でほぐし海濾紙のパルプを淀ぎ込み、水

を排除して三吋位の層となし、廻に同じ方法を繰返して第二贋をつくる。かや弓の濾遡墾蹴を

月」ふれば淡黄禍色の櫨液が得られる。

　次に細菌濾過｛滑としてはバークブイルド式（13erlcfeltl）或はノξストール御シャンベノLラン

（王）as七eun’－Cli〔anユberl乏し11d）式を可とするが、何れも極めて微細なる網麟を有する＝uジオン堰峯

を備へてノi曲、その網日の穴さには種々の程慶がある。ワ“イラス咽騨にはバ～ク7イル｝・式
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（アメリカ製）の、V．　N及びV號が趨常であり、パストールシヤンペルラン式でしは工」1．n；1號

…皆くほ工」5號が最適である。

　潔過將を偵用するには豫め充分に消毒を施し無菌的に

行はなくてはならぬ。3く短時闇で無fJとなるブイラスがあ

るから、濾泄の繰作は成るべく速かにするを要するoそれ

が綱にはW誰or－Pum1）を川ゐて吸引させるがよいo

　V“イラスを櫨崩するii祭には、濃厚の浸出液を亨しままH』ふ

る事は困難であり、どうしても多少稀樺しないわけには行

かぬ。そしてヂイラスは幾潭中に少しは幾存し櫨鋤；｛粥こも

吸ts・榊ら灘酬呪轍の「〔1～・綱彦匙勲つ　、

て了矧楓くヤても”1”o・撚農縢らしむる聰困
難である。されぼ10〔）以1：の曜鍍に於匂1輌となるやう

なワ“イラスに封しては、此傭過法～ヒ趨川する～∬不可能とラlll

らねばならぬo

…ホ

蜘鰹畔1・11d・・渕】，　Sn漁即総灘ユ勘法を慮用して、　館1、三1鮒濾鋤装趾

ヂイラス粒子の概略の大さ¢酬〔肪ヒを試み、1）t鷹9｛珈氏は煙　　　　ve　I｝asteur－（】hluuh｛！rhmd濾渦筒

草斑葉病のプイラスの蟄1伽性と1％ヘモグT：ビン1容液の　　　ホ蜘想職へ1麟1抄る管

それとを比較して、びイラスの粒子は40μμf～の大さで細　　　ハ排液得

菌の21・・SttJの大・の孟、一伽も・n・であら・・撒し鳩王1：…1・一軸繭↓繍よ一呼

オン膜を用ゐて共：大さを5－20μμ位のものと推建した。

　煙草α）輪紋病のブィラスはバークフイルド式濾魍將のW號を通過するけれどR號は通過し

ない。茶豆の斑襲病はバークフイルド式濾過諮を♪lj。勇・れぱ傳染性を失ふ。

　Si，3鈴薯ゲイラスXはパストールシヤンペルラン武濾過｛1｛÷のL3筒を通遡するが、馬鈴興ヴィ

ラスyは通過しない。と激ふ風にワ㌧ずラスの種類により通過挫に難夢毒を見ることは注惣すべき

ことである0

　　7“イラスの粒早的性状

　ヴイラスが粒子であることを制めて主張したのはイワノウスキー（lwan　owslry）であつて、

2％の寒天凝固休の新らしいもが水や食塩水を通しヅイラスを通さぬけれど、10日を維て凝圃

休の構造が疎になつて來るとブイラスを通すやうになり、墨の紬粒子の浄濾歌態に狛三る墨汁が

矢張り新らしい寒天を通さす露し・ものを通すと云ふ廓を見、此相同現観からプイラスの粒子歌

なるべきことを推定したのである。

　　ワイラス浸出液の純化　　　　　　　　　　　　一

　從來ブィラスの性歌に就て研究されたのは概して其粗液を用ゐてである。　しかし粗液Φにば

種々の爽難物を含み性歌も從て異つて來るわけで研究1：不都合であるから域るべく純搾にしな

くてはならぬ。興方法としては、

（1）濾過法　綱日の大さを異にするコロジオン膜を順次に適月1して、もしヂィラスが共一・を通

過し他を通過しないと云ふ場合には最後の濾過の蝿液は甚だ濃馴こして牽屯化され海るブイラス

を含むこととなる。

（2）遠心分離法之は溺弥爽維物を除くに甚だ掬効であり、直樫3吋の器を以て一・・一一分朋に35．

OOO－40．000廻韓の速度を興へる時は重力の70，01〕0倍位の力を得られるけれど、濃厚の浸出液

でLは左梶純糧なるものを得られない。
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（3）吸着及び再沈澱　プイラスは木炭や燐酸石次の如き媒休を以て浸出液から吸牧させ’る～：　・k

ができる。之を取出して水洗し炭酸ガスを通しヂィラスを水中に1ギドかせば、無色透明にしで而

も偉染性を有ずるものが得られる。

叉病制勿よ1）・P・イラズ液ヘサフラニンを加耕しぼ沈澱を～【ξじ、之を水洗し、エ・by・賦アルカ

リ液を以て庭退ilしサフラ昌ンを分解し去れば厭液｛こ比し濃厚なるプイラス1夜祉柵られる。

（4）浴泌法　病枕物の糞の切lrTへ1吋ユド方に封し30ポンド以上の墨ブ鋤加ふる囎，」；L｝瑞の

切口からザィラスを含める液が盗泌して來る。之を健植物へ接撹すれば侮染するQ　しかし此浴

泌液中にば腿々｛蛋白質や無番幾鞭類を含むものである。

　込1みに天然に出て來る盗泌液中にぼプイラスを含読ないo

（5）　冷却法　tr’1｛｛液を氷黙以上Z－－2C　Uに撒lll　illl保存すれば植物蛋1二1質の除」ξにイ∫効であゐ1・

　　　ワ“イラスの化畢的性質

　ザイラスの純擁のものを得るごと困難なるがため共化離的性質を決5とするこeh　M：容易’（3ない

煙草の塊i葉病のヂィラズ浸出液は70％アルコー一一ル瀞くはアセトーンで魔処llずれば無力rt：なをL

が蜥物ま爾傅染性を腐り備。又傅染性を謝する物至臆サフジP”ン溶液によケご溺嗣燃から吸

齋されて了ふ、そして熱によつて凝圃する反慰があるから、ヂイラスは讃ド1質類似の4勉［質の如

く兇える。

　狗ブイラス浸出液を酷酸鉛の溶諺曳で庭理して生する沈澱にはヅイラスが含廠れて鳩る、それ

をオルト燐酸加1艮で洗つrc後酸性燐酸加黒で庭濯llすれば，7“　dラスが分離する。かくして生じな

る溶液にはlf　nyルダル窒素を含宥する。

　　　ワイラス墳養の企圖

　動物のヅイラスは宥主¢）組織の一一一・Jl一をとつて祖理的食塩水中で所謂細織培養（TitsFuc，－cxt’1，f’u－

re）を行へばその紘織【勾で蕃殖させることが出來るQ煙輩の斑葉病のワ“イラスも切離した葉月゜

中で蕃殖し得ることが知られてゐる。

　しかしワ㌧fラスを審主から全くラ∫Uに取出して培餐することは出來ないのであつて、從來も浸

出液中に於てプイラXを蕃殖させるべく種ゐの方法を以て試みられたが皆火敗にコ’つてゐる。

EPち現在では細菌類を入：に培嚢するやうにブイラスを増養することは不可能とされてゐる。

　　　ワイラス粒茅の荷電性

　プイラス粒子は荷電性をもたない。そしてPH4～9水溶液中では陽准獄）方へ移動するく、

　　　工V・ワ“イラス病と昆轟との關係

　　昆巌の媒介

　ヂイラス病は人爲的に傅播せしめらるる場含を除けば、大概昆巌類によつて媒介されるもの

であるo殊にアブラムシやヨコパヒの類は主なる媒介者である。

　昆轟類中には蹴に一種のプイラスのみを傅播するものと、激種或は・卜轍種のOイラスを媒介

すやものとがあ筍。そして轡主植物に李常最も多い昆巌が必すしもグイラXの媒介者でばなく

時としては甚だ稀に見らるる昆巌が却つて本禽の媒介齎であると澱ふことが勘くない。

　それからブイラスの媒介をなすのは大概成鹸期であるが、稀には幼亘麟期に限り病蓬騒を保有す

る昆轟もありTiPUIicla◎の幼巌の如きは土中に仕みワゾラスを根から根へ蝕：染させるものと認

められてゐる。

　野鐡は杣物に審食せるまま脱皮するものであるが、脆皮によつて毒性を失ふことはない。叉

四弦矯めるイ購が他の櫨に捌しても直接その1馨濾鰹せるやう測繊いu

鰯鋤・馴甥搬法によつて雛翻み或綬精を経て卵雛む塀h畑びイ彊力：鰍
れて居ても、卵や幼鹸にそれを遮簿することなく、幼贔は蒲植物に轡食L．て後始めて簿染性な



錦三號〕　　　　　　　　　　　植　物　の　プ　イ　ラ　ス　病　　　　　　　　　　　　　　20S

帯ぶるに至るものであるo

　ヅイラスは琵鐡に吸牧された後直ちに偲染し得るものかと訟ふに、必ナしもさうではなく、翔

當の燃伏期を要する～：‘｝がある。或昆鹸（Cicatltzla尉oxllota幅）のxt　llきは7－・14－「1の潜伏19jを

経過しなければ仰染力を現さない。　その葦ill山としては、昆鍮が寄三1、三植哩勿の紺織に穿孔する際口

吻を以てし唾液を分泌する、そして唾液と杣物の門ゴ夜との滉合物を昆漁が吸Jl文すると、：先づ油

化管に入り、次に休駆内を通過して趣に唾液腺に蓬する、それ迄の期聞が澱液期にイ・H當するも

のと考へられる。

　昆鵡のプイラス簿染力の存績期聞は、場合によつて大難あるものの如く、僅かにユ411位の

ことと、昆錨の一張涯を通してのこEとあり、蹴に一一・疋の昆鍛が典1畦撒¢）植物に病菊iを偲播する

場合もある。

　グィラスの感染は、昆蹴の口1吻によつて導かるる許りでなく、咬食性毘議による添鋒矯械的方法

もあるらしい。例へば：察鷲の越鴎讐病の如きぼ、花粉により’ぐ傅染するものと認められてゐるが、

之ほ昆漁が花粉を貞1竪介する1！：岡時にグイラスを闇接的に劔｛番するもので、この場で｝昆錨のk・　ll．1

は風媒花に封する風、人二1二掲紛に於け為羽毛と同断で；！・，ると汲ktねばならぬ。

　それからヅイラスの昆：識による鵜，：路と人：1．：1’1勺に針で穿刺ナ慶種を施したもの・と靴士ヒ較するにN

同じ病徴を現すのが鞍畑でゐるが，時としては～iく異なる病列1燃ご祭することもあり典の例1よ

K・M・Sinit］h氏によりて報ぜられてゐる。

　　　昆錨による傳播の方法

　，艶鹸によるプイラス何染のイ∫様を研究するには、豫めグイ：trスを保宥せざる」・品1直を準伽しな

ければならぬ。そのためには：夏の闇に無り丙の植物から昆強1ヒ探：集し、飼育して置く必要がある（）

　1財巌の一種1　）・yus　po纈o鵡｛吹胡瓜の斑葉病1ヒ傅ま番させるものであゐが、夏の糊は1響：休から

活鋤輔（Nymph）をll台班によりて繁殖し、秋にヨ三れば霧翅の域錨靴生する。この雌雄靴飼育箱

に入れハウレンサウを與へて、淵室内で飼育する。蜥くすれば産拶1蝦三の雌虫を生じ、絶茎」にび

イラスを含まざる卯が得られ，るo

　　　倉司　　育　　器　　（rusecti　cεしge）

　最も簡便なるものは、小田振灯提のヲi夢のやうな、上下に金鳩線のllll環を入れキヤラコを被ふ

て圓筒形となし、共中へ植物の瀧を通し、爾端をしぼつて結びつけたものである。

　戸外に：於て實験するには、植物の地ど部全休を被覆してヴィラスの自然傅染を避け為やう淀

　　　　　　肇

錦　ア〉〃・
四　加一触、

鑑拶

　　謡鐸

　　　　　　　　　　意しなくてはならぬが、昆鹸皆無の澁室内一’CS：行ふ場

　　　　　　　　　　合にぱ、下藥を露出して置いてi鵡支ないo

　　　　　　　　　　　殉植木鉢に植えた小植物ならば廣口の硝子筒を川

　　力針企畷　　ゐ、典下端を土1・｝1に輿め、」端へはモスリンを覆ひゴ

　　ア　薄い織物の嚢　　ム紐“ご≒結んで罎けばよい。　　　　　　　　　　　　　　・

　　シ　支　縫　　　　　　　蛎轟の移植

鈴　キ供細勤　　財最の如きものは、割三楓勿の葉にFl抽て鵬まま
ゆ，

｛ン　　　　　　　　　　摘探して太い硲子管に納め着i｝li栓を施し置き、供試植物

隔” V　　　　　　　　　へ毛華でi職かに｛弗ひ落すQ　ヨコバヒの如き活艘に迦1

　　　　　　　　　　動する昆蹴は、毛塾｝で取扱ふことばむつかしいから、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　硝子管とゴム管とでピペツトヲ吻）吸取偲を作り、昆鐡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を吸込んだり吹き出したりするのが硬利であるu

　　　　－一一一一　　　　　　　　　　　　1・己意擁にニワ“・イラスを倉二有させる1こは」丙イ111〔4勿く・ISN一けて

飼育需を被ひ一週聞放置すれば充分であるから、次に健植物へ移して矢張り飼アぎ器を1翫セひ、一
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rcの潜伏期を経遡した後、鯨染の成否を槍すべきである。

　　昆撮各個の行動を精査する爲に飼育すべき場所の制限を要する時には、太く短い狗子管に

．毘鐡を入れて粟『酊に密着させ、；裏側に布片を當ててゴム紐か何かで結縛圃定すれば、kいo

　　　　V・豫防法
　　　既にヴイラス病に侵されて偲るものは到底救助の見込なきも、その被轡を幅減せt”むぺ藤像

　　防法としては、次に揚ぐる如き種々の方法がある。

　　（1）抜取（1ミogueing）　之は畑の作物：ltから病徴を帯ぶるものを悉く按取つて雇ノ｝すゐしと

　　であるが、之に就て注意すべきは、磯病株の附近に存在する作物は、た，Eひ何等の病微無く1’；：

　　も、既に態染して潜伏期に在る者も砂くなV・であらうから、坦に一一園の庭分でlil膨已することは

　　出來ない。叉～胤度の商象る時は蒲徴の｝懸蔽される腱があるから、ll寺期を央しなV・・やうにせれば

　　ならぬ。

　（2）　而悩腔【三品種のueflLVI同一租をの作物であつても，各晶磁により3’イラスにSl’・」’する抵抗力が異

　　り、病症に輕重がある故、最も被害の勘かるべき耐病性山㌔種を選んで栽増す事が肝要’ごある（，

　馬鈴署のKin9’EdWarc，Lとユも雪、温種は耐病性，｝　1），種の一一例でb斑入性葉捲病に＋ielllつても「1鰍軟葉の

　一一部に僅かの蜷i縮を起すに止るものである。

　（：．1）　保毒性陥種（ろ）探Jlj（CtU’1’iOli　vari（｝七y）既逃の如く、ヴイラス毒を受けても何等の病微靴規

　すこと無く而も同品種H｝1には傅染を起さないや弓な特殊の性質をもつ保，瑳品種なるものがあ1八

　かやうな作物はヂイラスによつて生騰を減少せしめらるるととが無いから競上部こ趨する⇔　：13藤

　七ish　QlleOLLと1呼ぶ。Li｝．S鈴薯の如きは共例である。耐病性晶歪駐と異る無！lliは、ワ“イラスを保；∫∫する

　ため、他の感染性作物へ容易に屑毒を偉染させるlmu能あることである。

　（4）　冤疫’雌品種（lm肌une　vaTie七y）　を選出して探月』することは、病慰豫防」：最も厚lill用的な方

　法であるが、不幸にも絶劃的発疫惚三のものは殆ど得られないのであつて、從來免疫’1生品種に1聴

　せられたものは大概傑蹴凶捕犠1隻であった。

　（5）　無荊毒の階株を用ゐること。　榮養蕃殖法によつて母体から田株を分ける場1斎には、勿論

　無病健全なる母休を選ばねばならぬQ而も昆鵡類の飛i翔距肉li…を湾慮して病植物から少く、とも20

　ヤード遽ざかつた場所から蕃殖用の株を求めねばならぬ。　そして｝玉ll株の養域は昆訟を1壁けるた

　めに綱を張つた建物内で行ふやうにする。

　（6）豫槍法（Xntlex．　ii｝9）之ぼ薯その他の漿養器官から一芽だけ削ぎとつて脚1ミに挿し皐く搬

盤し肌継の撫を謝・する倣醐誹（・・…）を取・には沙く・吋一願
　厚みに切り、小刀は一回触にリゾール液で1掬毒する。馬鐙薯の場含には春姥）植付に間に脅ふや

　　う、冬の闇に芽をとり18°Cの盗室中で生長せしめ，賠し病i芽を獲見したならぱ之に剃腔｛する

　種薯は焼楽て健全なるもののみを幾すやうにする。

・　（7）種子蕃殖法を行ふこと　伊イラスは寄主植物の子湧壁や導の紺織に侵入しても、胚子へは

　偉染しない嘉が多い。だから選種羽緊に花拠や秤などの爽靴物を除き清潔にす胤ぱ、無病毒の

　種子が碍られる。撚るに菓豆、チシr等の斑葉病はヴイラスが胚子へ韓染して次代の植物に及

　ぶものであるから、こうtr’ふ場合には必す無病毒の個体から探種せねばならぬ。

　（8）土壌溝毒ヂイラス病のゴ：壌傳染は恐らく昆鵡の幼鹸によるものであるから、土機溝毒に

　よつて之を殺滅しなければならぬが、廣い画積には陸1難であり、疫焔ll床のil・1’li地にi祭して趨用

　される。熱蒸氣で1購するにはt’o州蹴通し、フオルマリン1渤三ならば40｛，禍｝勧て椥∫

　する。フオルマリンを用ゐた場合には消嶺後莇をll直付けたり種’を播いたりする趨必撹遡間

　の隔りを概かねばならぬ。

　（9）燃蒸（［“upligatior｝）　Gree1↓－1｝ous。内勧燃溝与iすることは鰯撒ll耀之滅1病毒～1融：
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播を防ぐに有効である。

（10）枕物の術生（PhL11七hygieユユe）盤耕軒力賓煙草の苗を植付け或は摘心するとき共乎指はワ’

イラスに汚れて簿染の媒介をなし，3ζ盤耕者の用ひる刻煙草の中にジ趨｛漆を含んで居るやうな場

合にも、不知不識の闇に乎によつて媒介されるものであるから，掘病の腱ある作物を取扱ふ際

には必す乎・を洗ひ清めてから潜乎するを嬰する。

叉、病轡の獲生した圃場では、牧獲物の全部を」1気納するに努め、聯草をも悉く除去し、病撮を含

めるまま越乍させるやうな事があつてはならない。掘り蜷しの馬鈴噛が律々にして病襟傅染の

原1溜となることがある。此鮎から見て輪作法は病害豫llがヒ頻るffT　II）’〔あるものと云へよう。以1：

最近に於ける蛋白質化躁の概要

（illli演要Ei」）

金　　予　　英　　雄

　　　　1．緒　　誉

　　多くの蛋白質構造巾に普逓ド1勺基礎的なもの曳存在を考ヘオランダ人Mulderは之にi）xoteiu

　　なる名禰を興へたQ然し｛蛋白質と一一・mで避つても典の種類多くその構1造も複雑性を有し且つそ

　　の欣態すら極めて鍵り、易いものであるから之簿を決先的に論じ卿iいわけであるがその大i勢を通

　　して有する4守性の一端を簡jll凱に蓮べて見ようと思ふ。最近の蛋白至ノf化墨の研究封粥物は主志し

　　て入乎しやすきゼラチン、カゼイン、卵アルブミン及び」血L清蛋白質等であり捌：究の方拘ぼ三1三と

　　して蛋白質構造に關するもの、蛋内質の錯禽性並びに分子量の滋ll定に關するもの及び蛋白質の

　　一般nロイド性に關するもの等である。

　　　　2．　螢白質の構造に關する研究

　　近年に至るまで蛋白質の化墨的購造に關してはたとへ1920年頃Ssadikowや柴iI困1太1；t眠等

　　の提唱せるDilce七〇piporazine環1伏イイく聚合論あ才しど大勢は瓦1’ischevの考への外には殆んど

　　繊でておらぬEl1ち氏は多くの蛋白質の奉1鴇i成は限られた撒のアミノ酸より作り．ヒげられ而して共

　　等は規則正しい仕方で結倉してゐると考へた。

　　　　　・・，…C．Cq　OH十HillN．C・・．…　→　……C．　CO瀬H、G……

　　自Pちアミノ酸より水分子が離れて物有基CO・NYIの結合によつて1）olypepもideの蓮鎖を作り

・　その聚含によつて蚕白質が組み立てられてゐると考へたのである。この特有結合基CO．NH　lよ

　　稀酸や「rl’1）1コ＄il1J　Erel）sinの如き　Pep七ic’laseの作用によつて分郷され水分子の添加（k式¢）

　　蓮反鷹により域分アミノ酸を遊離するに至る。然しこの特右基は1）epsinに」：つては全く作用

　　を受けない。從つて蛋白質中では何所も彼所も一様な結合の張さを有つておらない事が推定さ

　　れる他面S七audingorのセルロー一ズの如き高分子化合物の研究の影響を受けてMeyer及び

　　Maτk氏等は蛋由質は主原子便によつて結合せる高分子化合物が鯛鹸親羽1力によつて更らに高

　　吹な錯合物に聚合して一つの構域軍位を作り，この坦位同志が多少溺説、1’合力をもつて聚合し


